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１．はじめに
　2013 年 3 月に報告した「昭和女子大学社会人メンタープログラム参加学生の感想の分
析」では、2011 年度に開始された昭和女子大学メンター制度の 3 つのプログラム（個別
メンタリング・メンターカフェ・メンターフェア）のうち、メンターフェアに参加した学
生の感想の質的分析を行った。本稿では、その 2 として、残る個別メンタリングとメン
ターカフェを対象として分析した結果と、メンターフェアを合わせた 3 つのプログラムの
比較を報告する。
　今回分析するこの 2 つのプログラムについてあらためて概略を述べておきたい。メン
ターカフェは、3 プログラムのうち、もっとも早く開始されたもので、2011 年 4 月に第 1
回を実施している。テーマにふさわしい話題を提供してくれるメンターを 3 人招き、興味
のある学生が申し込み、少人数で懇談するというもので、初期の参加学生は 7、8 人から
多くても 15 人程度であった。個別メンタリングは、2011 年 10 月から開始されたプログ
ラムで、一般的なメンタリングのスタイルに一番近い。メンターとメンティー（学生）が
学内のメンタリング専用室で 45 分間 1 対 1 の面談を行う。面談に至るプロセスは次のよ
うである。学生は、常時 300 人以上登録されているメンターデータベースから自分の会い
たいメンターを選び出し、申し込みをする。事務局が調整して面談日時が決まると、メン
ティは事前に自己紹介・質問項目などをメンターに送り、面談に臨む。メンターフェアの
ように、出入り自由でメンターと気軽に話せるというスタイルではないために、個別メン
タリングを申し込む学生は、特定のメンターと 1 対 1 で話をしてみたいという意欲的な者
に限られる。メンターカフェも申し込み制で、その日に設定されたテーマに興味があり、
かつ少人数で懇談してみたい学生のみが参加する。気軽に社会人と接することができるメ
ンターフェアとは異なる。このような実施方法の違いもあって、個別メンタリングもメン
ターカフェも参加人数では、メンターフェアに比べてかなり少ない。実数は「3．社会人
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メンタープログラムへの学生参加状況」で示すが、メンターフェアは、プログラムの開始
時期が最も遅いにもかかわらず、2013 年度前期までの累積参加者数が、個別メンタリン
グ、メンターカフェのどちらと比較しても 5 倍を上回っている。前回、2012 年度に実施
された 3 つのプログラムの中からメンターフェアを選んで分析を行ったのは、参加者数の
多さに注目してのことである。全参加者数の 75％を超えるメンターフェア経験者の感想
から、①社会人メンターと接する機会を得た学生がどのような感想をもつのか、その全体
的な傾向を掴むことができるのではないか、それによって、②他の 2 つのメンタープログ
ラム分析と共有できる基本的なコンテクスト群を設定することができるのではないか、と
いう 2 点の予測をたてたことによる。
２．研究の方法と視点
　今回の分析対象は、2012 年度に個別メンタリング参加学生（187 人）とメンターカフェ
参加学生（134 人）が提出したフィードバックシートである。それらを KJ 法の手法に倣
い分析をおこなった。原則として 1 枚のフィードバックシートから 2 要素を抽出すること
とし、個別メンタリング 341、メンターカフェ 229 の切片をコンテクスト（文脈）により
分類した。倫理的配慮として、学生ポータルサイトで全学生に、研究にあたってのフィー
ドバックシートの使用を告知し、個人が特定できないようにデータを扱った。
　個別メンタリング、メンターカフェ参加学生感想文の質的分析に入る前に、次項では、
メンタープログラムへの学生参加状況を概観する。
３．社会人メンタープログラムへの学生参加状況
　2011 年度のメンター制度開始から、2014 年度前期までの各プログラムへの学生の参加
状況は、表 1 の通りである。プログラムごとに開始した年度が異なるが、3 年半の間に
3,711 人の学生が参加している。
2011年度
前期
2011年度
後期
2012年度
前期
2012年度
後期
2013年度
前期
2013年度
後期
2014年度
前期
合計
個別メンタリング 47 92 95 63 43 234 574
メンターカフェ 10 75 92 42 67 96 183 565
5752705874525415155アェフータンメ
合計 10 122 735 651 655 617 921 3714
　図 1 は、各プログラムへの参加学生を学年別に分類したものである。2013 年度までは、
個別メンタリング・メンターカフェは、卒業後のライフコースを具体的に考え始める 3 年
生の参加が多く、メンターフェアは 2 年生の参加が多かったが、2014 年度前期からは、
全てのプログラムで 2 年生の参加が増えている。メンタープログラムへの参加が 2 年生必
修キャリアコア科目の平常点の評価の対象となっており、加点配分を参加のハードルの高
表 1　プログラムごとの学生参加人数（延べ） （単位：人）
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さに応じて、個別メンタリング＞メンターカフェ＞メンターフェアと告知したことによる
ものと推測される。この点については 4. で後述するが、きっかけは加点のためであった
ものの、加点対象の回数を超えてメンタープログラムに積極的に参加するようになる学生
が存在する。
４．個別メンタリング・メンターカフェに参加した学生の感想文の分析およびメンター
フェアを含めた3プログラムの比較
　学生のフィードバックシートから抽出した個別メンタリング 341、メンターカフェ 229
の要素（切片）は、表 2 に示すコンテクスト群に分類した。それらのほとんどはメンター
フェアを分析した際に設定したコンテクスト群のいずれかに分類することができたが、そ
れらに含めることができない切片については、新たなコンテスト群をつくり、そこに組み
入れた。
表 2　学生フィードバックシートから抽出したコンテクストの分類群
図 1　プログラムごとの学年別参加学生数（単位：人）
その他はメンターカフェに参加した既卒生、個別メンタリングに参加した留学生、研究生各 1 人。
236
46
メンタリング メンターカフェ メンターフェア
n % コンテクスト群 カテゴリー n % コンテクスト群 カテゴリー n % コンテクスト群 カテゴリー
100 32.4 仕事について聞けた 1 44 20.6 仕事について聞けた 1 342 24.4 今やるべきことがわかった 3
76 24.6 社会人との会話から学んだ 2 37 17.3 今やるべきことがわかった 3 239 17.0 仕事について聞けた 1
38 12.3 就職活動について聞けた 1 32 15.0 就職活動について聞けた 1 154 11.0 社会人との会話から学んだ 2
30 9.7 今やるべきことがわかった 3 23 10.7 自分を見つめ直した 2 145 10.3 就職活動について聞けた 1
26 8.4 エンパワメントしてもらった 3 23 10.7 社会人との会話から学んだ 2 122 8.7 将来・人生について聞けた 1
18 5.8 ライフスタイルについて聞けた 1 19 8.9 将来・人生について聞けた 1 108 7.7 ライフスタイルについて聞けた 1
13 4.2 将来・人生について聞けた 1 12 5.6 エンパワメントしてもらった 3 104 7.4 働くことについて聞けた 1
8 2.6 ロールモデルに出会えた 2 10 4.7 ロールモデルに出会えた 2 84 6.0 ロールモデルに出会えた 2
309 100 合計 9 4.2 ライフスタイルについて聞けた 3 54 3.9 エンパワメントしてもらった 3
　　※カテゴリー１：情報・方法
　　　カテゴリー２：気づき・考え方
　　　カテゴリー３：刺激・動機付け
5 2.3 他の学生の意見が聞けて良かった 2 40 2.9 自分を見つめ直した 2
214 100 合計 10 0.7 他の学生の意見が聞けて良かった 2
1402 100 合計
コンテクスト群それぞれの下位要素は資料の表 4 ～ 27 を参照のこと。メンターフェアはキャリアコア科目提出レ
ポートの分析で、下位要素については、小森・木間（2013）参照。
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　個別メンタリング・メンターカフェ・メンターフェアとも「仕事について聞けた」が上
位に挙がっており、社会人の経験・体験をふまえたリアルな仕事についての話を聞くこと
ができていることがわかる。「今やるべきことがわかった」は、メンターカフェ・メン
ターフェアでは多いが、個別メンタリングでは 4 番目となっている。更に、個別メンタリ
ングでは、「自分を見つめ直した」がない。メンターカフェ・メンターフェアのように、
グループでメンターの話を聞くという、他者が存在する場での会話の中では、自分を客観
視する時間があるが、１対１の個別メンタリングでは、自分が会話の主体であるために、
実施直後に記入するフィードバックシートには、自分を客観視することによる気づきは現
出しないように考えられる。また当然のことながら「他の学生の意見が聞けて良かった」
も存在しない。
　表 3 の個別メンタリング・メンターカフェならではの感想は、表 2 のコンテクスト群と
は別に分類した。個別メ
ンタリングの感想では
「複数回受けられること
のメリット」が特徴的で
ある。2012 年度個別メ
ンタリングに複数回参加
した学生は 129 人中 30
人で（複数回参加者の割
合は 23.3％）、リピーター学生の個別メンタリング実施件数は 187 件中 88 件（複数回参加
者による実施件数の割合は 47.1％）に現れている。複数回参加学生は、2 年生 7 人、3 年
生 22 人、4 年生 1 人で、2 年生のうち 2 人は 4 回以上参加しており、きっかけはキャリア
コア科目の加点であったが個別メンタリングの効果に気づき、複数回参加につながったも
のと思われる。
　コンテクスト群を X 軸（個別的→普遍的）、Y 軸（現在→未来）とし、4 象限で見ると
図 2 のようになる。個別メンタリングは、未来への示唆を得たとする記述（A ＝ 2.4％ +B
＝ 8.4％）は 40.8％で、現在から近未来への示唆を得たとする記述（C ＝ 46.6％ +D ＝
12.6％）：59.2％である。個別的な示唆を得たとする記述（A ＝ 32.4％ +C ＝ 46.6％）は
79％、普遍的示唆を得たとする記述（B ＝ 8.4％ +D ＝ 12.6％）は 21.0％である。
　図 3 のように、メンターカフェでは、未来への示唆を得たとする記述（A ＝ 20.6％ +B
＝ 8.9％）は、29.5％で、現在から近未来への示唆を得たとする記述（C ＝ 56.0％ +D ＝
14.5％）は 70.5％であった。個別的な示唆を得たとする記述（A ＝ 20.6％ +C ＝ 56.0％）
は 76.6％、普遍的示唆を得たとする記述（B ＝ 8.9％ +D ＝ 14.5％）は 23.4％である。
　個別メンタリングもメンターカフェも個別的な示唆を受けたと感じる学生の方が多い。
個別メンタリングは未来について示唆を受けている学生が多く、長いタイムスパンでの助
言を受けている。テーマの決まっているメンターカフェに参加した学生は、そもそも個別
表 3　個別メンタリング・メンターカフェならではの感想
 
ｎ 内容 ｎ 内容
17 複数回受けられることのメリット 7 規模や雰囲気についての感想
9 聞きたいことが聞けた 4 テーマについての感想
6 1対1であることのメリット 4 メンター制度全体の感想
32 合計 15 合計
メンタリングならではの感想 メンターカフェならではの感想
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的かつ、現在から近未来への話が聞きたくて参加していると考えられる。メンターフェア
は、短い会話時間の中から「今やるべきこと」への気づきをもらっており、それぞれのプ
ログラムにより異なる効果を学生が受けていることがわかる（表 3 参照）。
図 2　個別メンタリングコンテクスト群の分布
図 2 コンテクスト分類群の割合
A＝20.6％ B＝8.9％
C＝56.0％ D＝14.5％
知識・方法 気づき・考え方 刺激・動機づけ
未来
就活知識
15.0％
ロールモデル
4.7％仕事について
20.6％
ライフスタイル
4.2％
将来・人生
8.9％社会人会話
10.7％今やること
17.3％
現在
普遍的個別的
エンパワメント
5.6％
自分を知る
10.7％
友人を知る
2.3％
図 3　メンターカフェコンテクスト群の分布
A B C D
個別メンタリング 32.4 8.4 46.6 12.6
メンターカフェ 20.6 8.9 56.0 14.5
メンターフェア 23.9 13.7 49.3 12.6
A：未来、個別的、B：未来、普遍的、C：近未来、個別的、D：近未来、普遍的
表 4　プログラムごとの4象限分布 （単位：％）
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５．おわりに
　今回の、個別メンタリング、メンターカフェの分析を終えて、2012 年度に完全実施と
なった 3 つのメンタープログラム参加者の感想の分析結果が揃った。本学のメンター制度
の 3 つのプログラムは、学生の参加促進のための方策として、試行錯誤の末に生まれたも
のである。同時並行で違ったスタイルのメンタリングを提供するというこれまでにないメ
ンタリングのスタイルであるといえよう。メンタリングとは、「社会経験のある年長者
（メンター）が若年者（メンティ）と一対一で継続的定期的、もしくは期間限定で交流し、
キャリア形成の支援をする」（小森・木間 2014）システムであるというのがこれまでの一
般的な捉え方である。メンターとメンターティの組み合わせもメンタリングの期間も、安
定的に保障されることが望ましいとされてきた。しかし、本学の社会人メンター制度は、
この安定的な保障という発想に縛られないことを起点としたのである。メンタリングの既
成概念を乗り越えることは、制度設計の際すでに意図していたことではあったが、学生か
らのフィードバックを分析すると、あらためて、固定的でないメンターとメンターティの
関係、質の異なるメンタリング経験のもたらす効果が、当初の意図、予測を超えるもので
あることがわかった。4 象限の分布に見られるように、学生がメンターから受容した知
識・気づき・刺激は、時間軸においても、普遍度の軸においても、3 つのプログラムでそ
の分布を変えている。プログラムをつくる過程では、学生のタイプを想定し、それぞれの
タイプに適応するようなメンタリング方法の枠組みが必要であると考えていたのだが、分
析の結果から、複数のスタイルは、学生の意識への関与の仕方においても多様性に富むも
のであることがわかった。特に、問題を解決しようとメンタリングに臨む学生にとって
は、プログラムの選択によって、問題の捉え方、解決の糸口の見つけ方などが変わってく
る。学生がどのメンターとの交流を選び、どのプログラムを選択するかは、学生の意志で
あり、学生の自由に委ねられている。このことは、学生の自発性に基づいた意識的な選択
が基盤となっている本学のメンター制度の特質を表している。
　質的分析を終えて、これに続く今後の課題について最後に述べておきたい。学生の感想
はメンタープログラムに参加した直後に書かれることがほとんどである。これまで経験し
たことのない社会人との交流がもたらしたであろうある種の高揚した気分を読み取ること
ができる。これまでになかった将来への好奇心や期待、今の自分を鼓舞するような自己肯
定感、勉学に対する意欲など、積極性に満ちた言葉が多くみられる。しかし、それが一時
的な感情の高ぶりに終わっているのではないかとの見方もできる。気づかされたことを実
際の行動に移しているかは、メンタリングを受けたあとの感想の分析だけでは不十分なの
である。長期的な学生の心理面での変化、あるいは行動への影響を知るためには、経年の
追跡が必要である。そこで、次の調査として、メンタープログラムに参加して 2 年を経過
した学生を対象に量的分析を行うこととしたい。
　2012 年度にメンタープログラムに参加した学生のうちの 66.7％が 2 年生であったが、
その学生たちは 2015 年 3 月に卒業を迎え社会人となる。2 年を経て、メンタープログラ
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ムでの気づきはその後の行動にどのような影響を与えたのか、卒業後のキャリアをどのよ
うに決定したのかなどについて、2015 年 3 月に質問紙調査を実施する予定である。
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＜資料1　個別メンタリングコンテクスト群下位要素＞
? 4?「??について?けた」
100 仕事について聞けた
25 具体的な仕事の内容について聞けた
18 仕事についてリアルな話が聞けた
7 具体的な業界について聞けた
7 知らなかったこと、新しい情報を教えてもらった
7 管理栄養士の仕事について知れた
6 具体的な仕事のメリット、デメリットについて聞けた
4 自分の持っていた具体的な仕事のイメージが違うことがわかった
4 働くイメージが具体的になった
4 自分のやりたい仕事がわかった
2 様々な職業を知り、可能性は広いと分かった
1 先生になった時の注意点のアドバイスをもらった
1 キャリアの長い女性警察官の話が聞けて、頑張ろうと思った
1 転職というステップアップの場について知れた
1 仕事・転職について聞けて、漠然としていたイメージがリアルになった
1 働く人の思いを詳しく聞けた
1 仕事の魅力・やりがい・苦労したことを聞けた
1 メンターの仕事に対する誇りやりがいを感じた
1 管理栄養士の肩書の大切さを知った
1 建築士資格は取った方が良いが、現場の経験も大切と学んだ
1 学芸員資格について聞けた
1 専門的なことを具体的に解かりやすく聞けた
1 想像したより業界の幅が広く、資格を重視しなくてよいと分かった
1 新たな視点で就職を考えられるようになった
1 新たな角度で職場を知ることができた
1 好きなことを仕事にして良いと分かった
1 働くだけでなく、目標を設定し努力することの大切さを知った
? 5?「???との????が??だと?かった」
76 社会人との会話から学んだ
9 聞きたいことを答えていただいた
6 的確なアドバイスをいただけた
5 学生ではわからないことを知ることができた
5 人生相談みたいに個人的なことを相談できた
5 共通点があり、相談しやすかった
4 ためになること話してくれて有意義だった
4 視野が広がった
3 大学・社会の両方において大切なことを知った
3 社会人と話す機会が無いので貴重な体験
3 メンターの価値観、考えを聞けた
2 経験者からリアルな答え、アドバイスが聞けた
2 深いところまで聞いてアドバイスをもらい、自分を見つめなおした
2 考え方の幅が広がった
1 知りたかった情報を体験談を踏まえて話してくれた
1 メンターの友人の仕事の話も聞くことができ参考になった
1 広い目でいろいろなことにチャレンジしていくことが必要と考えさせられた
1 ゴールから物事を考えることをやったことがなく勉強になった
1 歴史に残る仕事にチャレンジする意義・役割について教えてもらった
1 やりたいこと発信することでチャンスを得た話は説得力があった
1 不安なこと話したら、考え方を具体的に説明してくれた
1 迷っているとき、具体的にどうすればよいか教わった
1 メンターの学生時代に後悔したことを今聞けて良かった
1 自分の脳味噌がとっちらかっていることを痛感した
1 社会で培った経験を解かりやすく伝えていただいた
1 メンターの言葉は同じでも価値観は異なり、勉強になる
1 キャリアが長いメンターだったので多くのアドバイスをいただいた
1 社会人から見える学生の姿について聞けた
1 まわりに目指す仕事についている人がいない
1 この制度が無ければ話す機会を持てなかった人と話せた
1 学生生活で大事なこと相談できた
1 率直な意見がうかがえて面白かった
1 社会人と話がしたかったので、自分の目的に合っていた
1 お姉さん的存在で気軽に何でも相談できた
1 すごいレベルの高い話で、働いてから活かしたい内容
1 メンターは優しい雰囲気だが、力強い言葉で固く厳しい内容だった
1 親ではなく様々な経験をしている方のお話聞けた
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? 6?「????について?けた」
38 就職活動について聞けた
10 具体的な仕事内容を聞くことができた
5 就職活動について聞くことができた
5 自己 PR、面接対策について聞けた
3 ES、志望動機、課題について相談できた
3 選考のためのアドバイスもらった
2 メンターの就職活動、転職について聞けた
1 就職活動までにしておくことを教わった
1 就職活動準備について疑問に思っていたことが解消できた
1 研修や教育がしっかりしている企業を選ぶよう言われた
1 就職活動への不安、焦りが半減し、どうすべきか見えてきた
1 教員になりたいというモチベーションが上がった
1 企業で実際に働き生活するイメージを思い描いてと言われ印象に残った
1 自分に合う会社の選び方を教わった
1 今後の就職活動につながると思った
1 企業がほしがる人材の思考方法を学んだ
1 学校を休まなかったことが評価されると知った
? 8?「エンパワメントしてもらった」
26 エンパワメントしてもらった
7 不安が解消された
6 背中を押してもらった、頑張ろうと思った
2 マイナス思考だったが前向きに考えることを教わった
3 とても楽しかった
1 話を聞いてくれて嬉しかった
1 漠然と考えていたこと、言葉にしてもらい自信がついた
1 どの経験も役に立つと聞いて楽になった
1 詳しく話してくださり、頑張ろうという気持ちになった
1 メンターの考え方一つ一つが心にしみた
1 メンターのパワーを見習いたい
1 悩んでいることをメンターに話せて迷いが吹っ切れた
? 10?「??・??について?けた」
13 将来・人生について聞けた
4 メンターの経験を詳しく聞くことができた
2 広い範囲で将来を考えられるようになった
1 将来の具体的なイメージ持てた
1 自分の将来のこと見つめなおそうと思えた
1 将来を考える良いきっかけとなった
1 自分の将来についてたくさんの話が聞けた
1 自分がこれから直面するであろうことたくさん聞けた
1 自分が目指している職業の人に、将来の夢に向けてどう生活していけばよいか聞けた
1 将来やりたいことについて、的確なアドバイスもらった
? 7?「?やるべきことがわかった」
30 今やるべきことがわかった
5 今やっておくことが明確になった
5 今やるべきことについてアドバイスもらった
4 将来やりたいことがはっきりした
2 いろいろなことをやってみようと思った
2 今やっていることが将来役に立つと分かった
1 わからなかったことが理解できた
1 広い視野で考えられるようになった
1 自分の頭の中にあることを文字にしていこうと思った
1 メモを取りながら目を見てお話しできるようになりたい
1 ボストン留学の相談に乗ってもらった
1 やりたいことにつながる資格を取った方が良いと言われた
1 英語の重要性・勉強法教えてもらった
1 自分でも仕事の種類など調べようと思った
1 国家試験の勉強の仕方教わった
1 バイトの環境悪いが、将来役に立つと言われた
1 昭和の先輩だったので、大学の話もできた
1 卒論のテーマについて聞いてもらった
? 9?「ライフスタイルについて?けた」
18 ライフスタイルについて聞けた
10 仕事と子育ての両立について聞けた
5 将来や人生のこと、女性の活躍について聞けた
1 結婚・産後の復職について、疑問を解決できた
1 女性の働き方やメンターの意識が聞けて、働くことのイメージ具体的になった
1 結婚しても仕事を続けたいが、出産すると難しそうな気がした
? 11?「ロールモデルに??えた」
8 ロールモデルに出会えた
4 メンターが優しく、人柄に感謝する
1 研究室の先輩でリアルなアドバイスもらい共感した
1 憧れの方に会えた
1 自分がやりたいことをやってきたメンターで参考になった
1 メンターが明るく話しやすい雰囲気で、人柄が大切と思った
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＜資料2　メンターカフェコンテクスト群下位要素＞
? 12?「??について?けた」
44 仕事について聞けた
8 様々な職種の方の話を聞くことができた
7 営業職について聞けて、イメージが変わった
6 興味のある仕事の具体的な内容を聞けた
6 様々な仕事の話を聞けて、視野が広がった
5 事務職・総合職について知ることができた
4 こういう働き方、考え方があるのかと知った
3 同じ分野でもそれぞれ異なった仕事、考え方で参考になった
3 国際的な仕事の大変さを知れた
1 どの職業でも軸にすべきことは似ていると思った
1 幼稚園教諭について多様な視点から知ることができた
? 14?「????について?けた」
32 就職活動について聞けた
5 就職活動に対するモチベーションが上がった
4 どういう仕事がしたいかじっくり考えたいと思った
4 就職活動に役立つ具体的な情報を聞けた
3 就職活動が不安だったが、どうすべきか参考になった
3 業界研究・会社研究は大切だと分かった
2 好きなことを仕事にできるよう、頑張りたい
2 就職活動の身だしなみについて教えてもらった
1 もっと視野を広げて就職活動していこうと思った
1 就職活動について考え方が変わった
1 就職がゴールではないことに気付いた
1 仕事選び、職業選びに活かせる話だった
1 自分の目標に向かっていけるような仕事につきたいと思う
1 育児休暇や働きやすさ等も考えなくてはいけないとわかった
1 会社を選ぶときは一つの目標を掲げている会社にしたいと思った
1 事務職の仕事や、就職活動の大切なことわかった
1 自分の見せ方、知識をつけることを学んだ
? 15?「??を?つめ?した」
23 自分を見つめ直した
3 自分の発想にないこと学び、活かしていきたい
2 自分にできることを活かして、貢献したい
2 自分の夢を捜し、諦めない
2 視野を広げ、自分に合った将来見つけたい
2 将来について考え直すきっかけとなった
1 将来が想像できなかったが、将来が楽しみになった
1 素直で一生懸命な人になろうと思った
1 また会いたいと思われる、誰かの役に立つ人になる
1 これから進んでいく方向が定まった
1 将来について考える機会ができて良かった
1 日々のちょっとした興味が将来に役立つと分かった
1 社会に出ることは人生を充実させることで、怖くないとわかった
1 視野が広がり、前向きに考えることができた
1 今からでも何でもできる、変えられると学んだ
1 メンターの話を聞いて考えが変わった
1 自分がなぜ保育士を目指しているのか見直すことができた
? 17?「??・??について?けた」
19 将来・人生について聞けた
7 仕事だけではなく、人生について役に立つ話が聞けた
5 ライフプランニングの重要性に気付いた
1 これからの自分の生活や将来の参考にしたい
1 仕事だけでなく、海外での生活についても聞けた
1 興味のある職に就くことは、人生を豊かにしてくれる
1 男性とまじりあって働けることを知った
1 困難にあった時の対処の仕方知れて良かった
1 転職をスキルアップにすること大事だと思った
1 何が大切かを教えてもらった
? 13?「?やるべきことがわかった」
37 今やるべきことがわかった
4 興味を広げて行動したい
4 いろいろなことに挑戦していきたい
3「しなやか、したたか、しぶとく」変化を恐れず頑張る
2 自分を知り興味のあることを調べる
2 自分の目指すことを明確にできた
2 自分がどうなりたいか考え、今何をすべきかを学ぶ
2 語学よりコミュニケーション力必要と分かった
2 諦めずに何事にも頑張る
1 わからないときはわからないと相手に伝え学んでいくこと大切
1 もっと自信を持てる自分になりたい
1 普段から英語に関わっていこうと思う
1 たくさんの人とコミュニケーションを取っていきたい
1 大学生活で得られる何かを見つけたい
1 新聞や本、時間のある学生時代に読む
1 自分の好きなことを探究し、学び、大学時代を意味あるものにしたい
1 仕事を楽しむ、積極的に何でもやってみるなど見習いたい
1 語学だけでなく文化の理解が必要と思った
1 今日聞いた話をしっかり活かせるようにしていきたい
1 英語を学ぶ上で間違いを恐れないことが大切と知った
1 英語の勉強についてアドバイスをもらった
1 英語に加え、日本語ができることも強みと実感
1 英語・留学へのモチベーションが上がった
1 今何をしたらよいかわかった
1 憧れの業界に入れるよう努力する
? 16?「???との??から?んだ」
23 社会人との会話から学んだ
8 社会人と会話する機会が無いので貴重な経験
6 経験者からリアルな話を聞けて良かった
3 知らないこと、聞きたいことを聞けた
1 社会人ならではの悩みがあることを知った
1 貴重な話を聞けて刺激を受けた
1 興味のあることを聞いて将来を考える第 1 歩になった
1 年上の方の体験談、刺激的でこれからの人生に活かせる
1 多くのキャリアのある方の話を聞くと考え方が変わる
1「聴く」「聞く」ことが大事だと知った
? 18?「エンパワメントしてもらった」
12 エンパワメントしてもらった
4 悩みを聞いて下さり、アドバイスをもらった
1 素のままで大丈夫と言ってくださり自信が持てた
1 まだ自信がないが、これから修得すればいいと思えた
1 勇気づけられ、努力が夢や希望につながると思った
1 親切に教えてくださり、嬉しかった
1 真剣に向き合ったくださった
1 メンターの一言一言を忘れないようにしたい
1 何年やっても向いていないのではと思うことがあると聞いて、ほっとした
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＜資料3　個別メンタリング・メンターカフェならではの感想下位群要素＞
? 19?「ロールモデルに??えた」
10 ロールモデルに出会えた
7 メンターは生き生きしていて、素敵だった
1 女性として学ぶことがたくさんあった
1 仕事に対する意識高く、経験豊富で参考になった
1 ワークバランスが取れた将来に憧れを持った
? 21?「?の??の??が?けた」
5 他の学生の意見が聞けて良かった
2 上級生がいろいろ質問してくれて良かった
1 4 年生に今の就職活動の話聞けて良かった
1 3 年生の質問を聞いて、自分は仕事の知識増やすべきと感じた
1 自分とは異なる観点からの質問聞けて良かった
? 20?「ライフスタイルについて?けた」
9 ライフスタイルについて聞けた
4 仕事・結婚・子育てについて聞けて参考になった
1 女性の方が選択の可能性があると知った
1 結婚相手の選び方について学べた
1 家庭の自分だけでなく、もう 1 人の自分を作れる
1 今の日本では子育てと仕事の両立が大変だとわかった
1 子どもを持ってからも仕事を続けたいと思った
? 22?「メンタリング・????けられるメリット」
17 複数回数受けられることのメリット
5 多くのメンターの話を聞いてみたい
3 メンタリングを重ね、自分の考え方・視野が広がった
3 就職活動が始まったら、また話を聞きたい
2 まだまだ聞きたい話がある
1 前回は就職活動の相談をし、今回は働くことについてうかがった
1 もっと踏み込んだ話をしてみたい
1 良い報告ができるよう、またお会いしたい
1 月に 4 回メンタリングを申し込むのが目標
? 24?「メンタリング・1? 1であることのメリット」
6 1対 1であることのメリット
4 1 対 1 だったので聞きたいことを聞けた
1 1 対 1 で研修を受けているようで新鮮
1 自分一人のために来ていただくなんて贅沢だと思った
? 26?「テーマがあるからのメリット」
4 テーマについての感想
1 タイトルとは異なったメンターの話、得るもの多かった
1 今回のテーマ興味なかったが、ためになること多かった
1 参加するたびに知識が増えていく実感が持てる
1 プリントがとても興味深かった
? 23?「メンタリング・?きたいことが?けた」
9 聞きたいことが聞けた
1 用意した質問よりインパクトのあるお話が聞けた
1 失礼かなと思うような質問にも答えていただいた
1 たくさんの資料をもとに解かりやすく話してくださった
1 事前に用意していた質問に解かりやすく答えてくれた
1 質問をもっと考えておくべきだった
1 詳しくお話しできた
1 話しやすかった
1 時間内すべて充実していた
1 加点のためと思ってきたが、すごく良かった
? 25?「カフェ・??や???についての??」
7 規模や雰囲気についての感想
2 伺いたい内容をまとめて質問するようにしたい
1 メンターフェアより多くの時間をかけてメンターと話ができた
1 一人ひとりのメンターともっと話したかった
1 落ち着いた雰囲気で良かった
1 もっと時間を使い、柔らかい雰囲気だと良い
1 毎回 1 番に質問するのが自信になってきている
? 27?「カフェ・メンター????の??」
4 メンター制度全体の感想
2 今度は個別メンタリングで 1 対 1 で話してみたい
1 フェアや個別メンタリングで多くの人の意見聞いて将来に繋げたい
1 とても良い制度。たくさんの人に利用してもらいたい

